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研究成果の概要（和文）：中世以前に編まれた句題和歌（漢詩句等を題とする和歌）の作品相互の関係を簡便に
知ることができる一覧を作成し、広くリポジトリにて公開した。さらに、日本文学のうち、和歌・歌論語・連歌
など様々な媒体に見える漢詩句や漢語、漢籍等の摂取事例の具体的検討を通して、各事例が、それぞれの作品・
作家の文学観と密接に結びついていることを示した。

研究成果の概要（英文）：A list of Kudai ｗaka (Waka poems with titles taken from Chinese poetry) 
compiled before the Middle Ages was created and made widely available on a web repository.As a 
result, it became possible to easily understand the　relationship between Kudai waka works.
In addition, focusing on specific media such as waka, poems, renga, and prose from classical 
Japanese literature, and studying examples of adaptations such as Chinese poetry, Chinese classics 
and Chinese words,showed that each case is closely related to the literary view of each work/writer.

研究分野：中世文学

キーワード： 翻訳文学　和漢比較文学　和歌文学　国語学　文献学

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
漢詩句を題とする句題和歌は、和歌における漢籍の受容の具体例として重要であるが、これまで一覧・通覧に不
便であった。本研究課題においてその通覧が可能となる基盤資料の整備公開を果たし、各歌人・家集の個別の研
究に留まらない、総合的な把握が可能になった。それが本研究課題の最も大きな成果であり、意義である。また
和歌・連歌・絵巻・抄物・歴史文学など多様な作品を対象にその個別具体的な様相の解明にも寄与することがで
きた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
日本古典文学作品のなかで、中国文学を直接受容した作品は多岐に及ぶが、原典の中国文学作
品を「訓読」や「翻案」ではなく、「翻訳」（和文化）した作品群がある。具体的には、漢故事を
歌物語化した『唐物語』や『蒙求』の和文化である『蒙求和歌』、漢詩句を和歌化した『句題和
歌』などがあげられる。これらは「訓読」「翻案」との差異を考えれば「翻訳文学」と言いうる。 
「翻訳」は一般に、単なる言語・文体の転換であるだけでなく、異文化間の差違に対応するた
め、元のコードを解体し、再コード化する行為であり、その意味では「訓読」とは大きく異なる
営為であるともいえる。中国文学を受容するに際して、「訓読」という方法がありながら、古代・
中世の「翻訳文学」は、敢えてそのような営為を行ったわけである。また、一方で、古来、日本
文学には中国文学を換骨奪胎した「翻案」作品も多数ある。「訓読」ないし「翻案」と、中国文
学を「翻訳」したとみなしうる作品の差異は何か、その差違を明確化し、「翻訳」（和文化）作品
群を和漢比較文学研究に翻訳文学を位置づけることが課題であった。 
 
２．研究の目的 
 
「訓読」「翻案」とは違ったものとして「翻訳」（和文化）という方法を意識的に選択した作品
群は、その「翻訳」に際して、漢文作品である原典に対して自国の文学や文化の特徴を意識せざ
るを得なかったと考えられる。単なる「訓読」と、原典の舞台や人物、物語展開など、その世界
観ごと置き換えてしまう「翻案」との〝あいだ〟に位置する「翻訳（和文化）」文学作品には、
無意識下また意識下において、和漢の言語・文化コードの差異が現れているはずである。 
「訓読」「翻案」および「翻訳」という営為の質的差異を検証し、和漢の言語・文化コードの
差異、さらには「訓読」と「翻訳」との差異がどのように意識されて、「翻訳（和文化）」文学作
品が作られたのか、その解明を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、周辺諸文芸との比較、検討から漢籍「翻訳」の意識を解明するべく、資料整備を
含む（1）基盤的研究と（2）横断的・個別的研究課題とを並行して進めていくこととした。 
まず、（1）基盤的研究として、漢詩句・漢文摘句を歌題とする句題和歌の資料整備を行うこと
とした。句題和歌は、和歌史において、営々と読まれ続け、各作者・作品単位での研究も蓄積さ
れてきた。しかし、個々の私家集に散らばる各作品を一覧することは容易ではなく、句題和歌史
の全貌を把握することには課題が大きかった。そこで、各家集・作品から句題和歌を集成した一
覧の作成を行い、広く関係研究者にリポジトリ公開することで、句題和歌史の全容把握の一助と
なる基本資料を提供することとした。 
次に、（2）横断的・個別的研究課題として、「翻訳」文学を広くとらえるべく、【①和歌文学に
おける「翻訳」】と【②学問における「翻訳」】という個別課題を設定し、それぞれ【（1）和歌文
学における「翻訳」】においては、（1）基盤的研究を多角的に捉える視点から、和歌・連歌作品
を中心的研究対象とし、【②学問における「翻訳」】においては、主に散文分野を対象とし、中国
の正史を翻訳した漢学者藤原茂範による『唐鏡』や訓読に限らない漢籍摂取・注釈の実態を知り
うる抄物資料を中心的研究対象として、考察を進めた。 
 
４．研究成果 
 
（1） 基盤的研究の成果 
 
「中古・中世句題和歌一覧（稿）」（2022 年 3 月発行）を作成し、南山大学機関リポジトリに
おいて、広くWEB公開した（https://nanzan-u.repo.nii.ac.jp/?action=repository_uri&item_id=4087（U
RLは 2023.06.01現在のもの））。 
本一覧は、各家集・作品計 27作品から句題和歌を集成し、句題原拠作品の本文を併せて提示
し、さらに同一句題を持つ他作品を簡便に把握し、相互に通覧することを可能にしたものである。
これにより、中世以前に編まれた句題和歌の広がりの様相、作品相互の関係を簡便に知ることが
できるように、各歌人・家集の個別の研究に留まらない、総合的な把握が可能になった。また、
本一覧には、小山順子により「中古・中世句題和歌略史」を付し、「一覧（稿）」収録作品を含め
た句題和歌の史的展開を概観する論考を収めており、収録各作品の句題和歌史上の位置づけを
併せて知ることができる点も有益である。 
南山大学機関リポジトリによって公開された本一覧は、公開後約 1年半を経た 2023年 6月 1
日現在、4128 件のダウンロード数が記録されており、研究者によって広く利用されている実態
がうかがえ、本一覧の有益性が示されたと言え、今後の句題和歌研究の進展に寄与することが予
想される。本一覧により、漢詩句を日本の和歌に「翻訳」する句題和歌の営為の実態が、さらに



解明されることが期待される。 
また、句題が明示されかつ五首以上の句題和歌を持つ作品のみを対象とした本一覧を補うも
のとして、小山順子「『楢葉和歌集』所収の句題和歌 : 鎌倉時代の句題和歌断章」（『女子大国文』
171、2022年）により、『楢葉和歌集』所収の句題和歌を取り上げ、従来の句題和歌の範囲に留
まらない、南都の学僧の関心の反映を指摘したほか、『新三井集』『続門葉集』の句題和歌につ
いて触れ、それぞれ本一覧（稿）と同形式で句題和歌を掲出し、補遺篇の役割を果たしている。 
 
（2） 横断的・個別的研究課題 
 
① 和歌文学における「翻訳」 
 
小山順子「西行の朗詠集摂取と仁和寺歌壇」（『西行学』12、2021年）が、西行和歌における表
現の問題として、漢語から和歌への翻訳表現と換言することのできる漢詩文訓読表現を指摘・検
討し、同時代和歌において特に仁和寺第４世御室・覚性法親王周辺からの影響が強いことを考察
した。 
竹島一希「宗砌における漢詩文摂取」（『日本文学研究ジャーナル』23、2022年）は、連歌師
宗砌を対象に個別の研究を進め、宗砌句の自注の分析からその漢詩文摂取の様相を考察した。 
主に個別の歌人・連歌師を対象とした以上の研究成果に加え、小山順子「日本文学と鸚鵡―歌
論用語「鸚鵡返し」をめぐって―」（『アジア遊学』275、2022年）は、歌論に用いられる「鸚鵡
返し」の語を端緒として、横断的に日本文学における「鸚鵡」人の言語を模倣する、異国の鳥と
しての「鸚鵡」認識を論じた。 
こうした各個人のなかでの漢籍・漢語の解釈ひいては中国文化コード解釈の実態の解明と同
時に、通史的、横断的視点による漢籍受容研究をさらに交差させていくことで、当初の研究目的
でった和漢の言語・文化コードの差異もより鮮明に浮かびあがってくるはずである。 
また、阿尾あすか「『尹大納言絵詞』の成立の背景:福岡市美術館本の画中詞の検討を中心に」
（『人文学研究』6、2021 年）は絵巻に付された花山院師賢の画中詞を取り上げた。絵の中に書
き込まれたテクストである画中詞は、言語間の転換という意味での翻訳には含まれないが、絵と
詞というメディア間の転換を如実に示すものである。本論稿ではその画中詞の検討から絵巻の
成立背景に迫った成果である。 
 

② 学問における「翻訳」 
 
漢籍・仏典等を注釈した講義録・筆記録である抄物は、主に口語研究などの国語学的資料とし
て用いられることが多かったが、その文献学的読解研究は、漢籍受容の視点からも寄与すること
が大きいと思われるが、そうした視座からの研究は乏しく重要な課題であった。『訓点語と訓点
資料』の小特集「訓点資料研究に期待すること」に投じられた、蔦清行「抄物研究から : 翻訳・
注釈としての訓点資料と抄物」（『訓点語と訓点資料』146、2021年）は、そうした視座からの抄
物研究に言及するものである。 
その具体的な試みとして、蔦清行「ゾンゾ攷：文献学的抄物読解」（『間谷論集』14、2020年）
は、『古文真宝前集抄』、一韓智翃抄『山谷抄』等に見られる特殊な語義をとりあげ、蔦清行「「筆
端鼓舞」という評価 : 抄物を通して見た文藝批評序説」（『日本語・日本文化』49、2022年）は、
抄物の中に見られる「（筆端）鼓舞」という言葉を手がかりに、中世後期の五山禅僧が漢籍から
得た表現をどう用いたのかを論じた。山中延之「抄物に見られる打消接続助詞「いで」―柏舟宗
趙講『周易抄』を中心に―」（『女子大国文』168、2021年）も、柏舟宗趙講『周易抄』を対象と
して、個別にその実態に迫った。 
以上の抄物に限らない漢籍摂取の具体例として、森田貴之「『唐鏡』前漢部の正史利用法―紀
伝体から編年体へ―」（『南山大学日本文化学科論』23、2023年）は、中国正史を日本の鏡物体裁
に「翻訳」した作品である『唐鏡』をとりあげ、その前漢部の『史記』『漢書』の利用方法を再
検討し、作中に多数見られる『漢書』五行志の摂取が、著名故事に傾きがちな『唐鏡』の歴史叙
述を編年的な歴史叙述体として維持する役割を果たしていることを考察した。これにより単純
な訓読に近いと見なされる作品においても原典を再構成の行われていることが示された。 
 
以上の①・②の和歌・歌論語・連歌・抄物・鏡物など様々な媒体に見える漢詩句や漢語、漢籍
の摂取事例の、各個別具体的な事例の検討により、それぞれの作品・作家の文学観と密接に結び
ついていることがあらためて示された。 
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